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1 ． 外 製 化 を 行 う 際 の 課 題  

 具 体 例 と し て 、 １ ス テ ッ プ 型 射 出 延 伸 ブ ロ ー 成 形 機

（ 以 下 、 I S B M ） の 新 規 開 発 を 挙 げ る 。 I S B M は 射 出 工 程

と 延 伸 ブ ロ ー 工 程 を 連 続 的 に 行 う 容 器 用 の 成 形 機 で あ

る 。射 出 工 程 で 容 器 の 素 材 と な る プ リ フ ォ ー ム（ 以 下 、

P F M ） を 成 形 し 、 延 伸 ブ ロ ー 工 程 で P F M を 容 器 形 状 に

成 形 す る 。I S B M の コ ン ポ ー ネ ン ト の う ち 金 型 を 外 製 化

す る 。 金 型 は 加 工 方 法 や 組 み 立 て 時 の 型 合 せ 等 、 熟 練

技 術 を 要 す る の で 専 門 技 術 を も つ 外 製 先 と 協 力 開 発 を

行 う 。  

1 . 1  技 術 力 向 上 の 課 題  

 外 製 化 す る こ と で 自 社 に ノ ウ ハ ウ が 蓄 積 し な い 。 よ

っ て 、 外 製 化 し て も 技 術 力 の 向 上 を 図 る こ と が 課 題 で

あ る 。 外 製 先 と の 開 発 設 計 情 報 を 共 有 や 現 場 ノ ウ ハ ウ

の 伝 承 方 策 を 検 討 し な け れ ば い け な い 。  

1 . 2  保 守 に 関 す る 課 題  

 I S B M で は 、射 出 工 程 と 延 伸 ブ ロ ー 工 程 及 び 搬 送 用 の

各 工 程 で の そ れ ぞ れ の 金 型 が 必 要 で あ る 。 こ の た め 金

型 メ ン テ ナ ン ス や 金 型 交 換 等 の 保 守 に 工 数 が か か る 。  

保 守 用 治 具 の 設 計 や 金 型 交 換 が 容 易 な 金 型 を 成 形 機 本

体 の 設 計 と 協 力 し て 行 う こ と が 課 題 で あ る 。  

1 . 3  P F M の 温 度 制 御 に 関 す る 課 題  

 I S B M で は 、射 出 工 程 で 発 生 し た 熱 を 保 有 し た 高 温 の

P F M を 連 続 的 に 延 伸 ブ ロ ー し て い る 。 こ の た め 、 P F M

の 温 度 を 延 伸 ブ ロ ー 成 形 に 適 し た 温 度 に な る ま で 時 間
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が か か る 。 ま た 、 P F M の 箇 所 に よ り （ 図 １ ） 適 当 な 温

度 が 異 な る 。 P F M を 延 伸 ブ ロ ー に 最 適 な 温 度 に す る こ

と が 課 題 で あ る 。  

（ 図 １ ス ペ ー ス ）  

 

２ ． 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 外 製 化 を 行 う 際 の 課 題 と し て 、 ３ つ の 課 題 を 比 較 分

析 し た 結 果 「 P F M の 温 度 管 理 に 関 す る 課 題 」 が 最 重 要

な 課 題 で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

2 . 1  温 度 調 節 ユ ニ ッ ト の 追 加  

 現 状 は 、 射 出 成 形 さ れ た P F M を そ の ま ま 延 伸 ブ ロ ー

成 形 し て い る た め 最 適 な 温 度 に な る ま で 待 ち 時 間 が あ

る 。 エ ア ー 送 風 に よ る 温 度 調 節 ユ ニ ッ ト を 追 加 し 待 ち

時 間 の 短 縮 を 図 る 。 工 夫 と し て 、 使 用 し た エ ア ー は 回

収 し 延 伸 ブ ロ ー に 再 利 用 す る 。  

2 . 2  金 型 内 温 度 の 分 割  

 P F M の 温 度 は 箇 所 に よ っ て 適 切 な 温 度 が 異 な る 。 例

え ば 、 ロ ゴ マ ー ク な ど が あ る 場 所 は 温 度 を 高 く し 金 型

形 状 を 転 写 し や す く す る と 短 時 間 の ブ ロ ー で 成 形 完 了

す る が 、 現 状 は ブ ロ ー 時 間 を ⾧ く す る こ と で 転 写 性 を

確 保 し て い る 。 射 出 金 型 の 温 度 を 箇 所 毎 に 変 更 で き る

よ う に 水 路 設 計 を 行 う 。（ 図 ２ ） 水 路 A に は チ ラ ー 水 を

流 し 冷 却 し 、 B に は ６ ０ 度 程 度 の 温 水 を 流 す こ と で ロ

ゴ 部 分 に あ た る P F M の 温 度 を 冷 却 し す ぎ な い よ う に

す る 。  



 

氏名    

問題番号  R3 Ⅲ－２ 選択科目 機械設計 

答案使用枚数   3 枚目   ３ 枚中 専門とする事項 機械設計 

 

 3

（ 図 ２ ス ペ ー ス ）  

 

2 . 3  P F M 肉 厚 の 調 整  

 現 状 は 成 形 流 動 性 の 観 点 か ら P F M の 肉 厚 は 均 一 に

な っ て い る 。 P F M 肉 厚 が 厚 い 箇 所 は 薄 い 箇 所 に 比 べ 保

有 熱 が 大 き く 一 定 時 間 放 置 後 の 温 度 が 高 い 。 延 伸 ブ ロ

ー に 適 し た 温 度 分 布 に な る よ う に P F M の 肉 厚 を 調 整

す る 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 応 策  

3 . 1  環 境 変 化 等 の 影 響 に よ る 温 度 ば ら つ き  

 解 決 策 を 実 施 し て も 環 境 温 度 等 の 変 化 に よ っ て P F M

温 度 の ば ら つ き が 生 じ る 。 こ れ に よ り 不 良 品 が 生 産 さ

れ る リ ス ク が あ る 。 対 応 と し て 、 品 質 工 学 を 活 用 し 機

能 性 評 価 を 開 発 プ ロ セ ス に 組 み 込 む 。 環 境 変 化 を 誤 差

因 子 、 各 解 決 策 を 制 御 因 子 に 含 め て 評 価 を 行 い ロ バ ス

ト 性 の 高 い 温 度 管 理 手 法 を 組 み 合 わ せ て 選 択 す る 。  

3 . 2  高 コ ス ト 化  

 い ず れ の 解 決 策 も 機 能 追 加 の た め コ ス ト ア ッ プ と な

る 。 対 応 と し て モ ジ ュ ー ル 化 設 計 を 行 う 。 金 型 に つ い

て は 、 コ ア 部 分 は 共 通 モ ジ ュ ー ル と し 形 状 部 分 の み を

受 注 毎 に 設 計 す る 。 各 機 能 ユ ニ ッ ト に つ い て は 、 成 形

機 サ イ ズ と 生 産 量 に 合 わ せ た 最 小 限 の ラ イ ン ナ ッ プ を

設 定 し 低 コ ス ト 化 を 図 る           以 上  


